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緑鉛鉱(pyromorphite)

北海道磯谷郡蘭越町犬玖鉱山産

一紙■

緑鉛鉱はPb5(P04As04)3C1の化学成分を有し六方晶系に属し

硬度3.5～4比重7.1-7.2緑色黄褐色を呈する美麗な鉱物で普通

柱状結晶平行結晶集合体をだして鉛鉱床の酸化帯に二次鉱物として

産出する.(表紙の写真の結晶の長さは約1.5mm)

大玖鉱山(一時犬携鉱山とも称した･昭和9-17年稼行)の鉱床は

函館本線上目名駅の北西2kmに位置し鉱床は新第三紀の訓縫統に属

する緑色凝灰岩中に存在し多くの細脈からなる網状脈鉱床である.

この鉱床の上都が酸化作用をうけ土状の鉱床になりこの中から褐

鉄鉱重晶石石英カオリン質粘土絹雲母白鉛鉱異極鉱たどと

ともに表紙にみられるよう抵美しい緑鉛鉱を産した.大玖鉱山の緑

鉛鉱には緑色のものと黄色のものとあり緑色のものはPb082.7

P20』15.OC12.5As203一合計100.2(%)〔鉱物学雑誌1巻

(1953年)117-124ぺ一ジ〕の化学組成からなる.'
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